
 

 
平成 28年９月 14日 

各  位 

株 式 会 社 フ ィ ス コ 

代 表 取 締 役 社 長 狩野 仁志 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード３８０７） 

問い合わせ先：   

取締役管理本部長 松崎 祐之 

電 話 番 号 0 3（ 57 74 ）2 44 0（代表） 

 

 

子会社の平成28年10月期連結業績予想の修正および 

平成28年10月期個別業績予想に関するお知らせ 

 

当社子会社である株式会社SJIは、同社の平成27年12月21日付で公表しました平成28年10月期の

連結業績予想を修正したことおよび平成28年10月期個別業績予想に関する公表を行いましたので、

添付参考資料のとおりお知らせいたします。 

なお、本件が当社の平成28年12月期連結業績予想に与える影響につきましては、現在精査中で

あるため、確定し次第、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 
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平成 28 年９月 14 日 

各      位 

東 京 都 目 黒 区 大 橋 一 丁 目 ５ 番 １ 号 

株 式 会 社 Ｓ Ｊ Ｉ 

代表取締役社長     牛 雨 

（ＪＡＳＤＡＱ：２３１５） 

問合せ先：取締役     矢沼 克則 

℡ 0 3 - 5 6 5 7 - 3 0 0 0（代表） 

 

平成 28年 10 月期連結業績予想の修正および 

平成 28年 10 月期個別業績予想に関するお知らせ 

 

最近の業績動向をふまえ、平成27年12月21日に公表した平成28年10月期連結業績予想を下記のとおり

修正いたします。また、平成28年10月期個別業績予想値を算出いたしましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

 

記 

 
１．平成 28 年 10 月期連結業績予想値の修正（平成 27年 11 月１日～平成 28 年 10 月 31 日） 

 売上高 

 

 

百万円 

営業利益 

 

 

百万円 

経常利益 

 

 

百万円 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

百万円 

１株当たり 

当期純利益 

 

円 銭 

前回発表予想（A） 6,300 424 371 377 1 55 

今回修正予想（B） 5,326 314 264 334 1 37 

増減額（B-A） △974 △110 △107 △43 ― 

増減率（%） △15.5 △25.9 △28.8 △11.4 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成27年10月期） 4,126 △265 △552 △6,060 △38 99 

注１：平成 27 年 10 月期は決算期変更により、平成 27年４月１日から平成 27年 10 月 31 日までの７ヵ

月間となっております。 

注２：今回修正予想の１株当たり当期純利益については、第３四半期の期中平均株式数242,954,893株

に基づいて算出しております。 

 

２．平成 28 年 10 月期個別業績予想（平成 27 年 11 月１日～平成 28年 10 月 31 日） 

 売上高 

 

 

百万円 

営業利益 

 

 

百万円 

経常利益 

 

 

百万円 

当期純利益 

 

 

百万円 

１株当たり 

当期純利益 

 

円 銭 

平成 28 年 10 月期 

個別業績予想 5,326 333 299 352 1 45 

（ご参考）前期実績 

（平成27年10月期） 4,126 △198 △372 △421 △2 71 
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注１：平成 27 年 10 月期は決算期変更により、平成 27年４月１日から平成 27年 10 月 31 日までの７ヵ

月間となっております。 

注２：予想の１株当たり当期純利益については、第３四半期の期中平均株式数 242,954,893 株に基づい

て算出しております。 

 

３．修正の理由 

 当社株式は、平成 28年４月 28 日付で特設注意市場銘柄の指定継続となっており、売上高の大半を占

める既存顧客からの継続案件については、当社の技術力に対する評価およびこれまでの信頼関係により、

大きな影響は受けていないものの、新規案件の受注は一部獲得が難しい状況が発生しております。当初

の売上計画では、財務体質の改善が進むこと等により、顧客からの当社に対する与信回復による受注増

を期待し、下期（平成 28年５月１日～平成 28 年 10 月 31 日まで）に伸びる想定で策定されておりまし

た。しかしながら、第２四半期までは、当初の計画を上回って推移しておりましたが、当第３四半期に

おいては、上記のとおり、新規案件の受注獲得が思うように伸びず、第４四半期においても当初の計画

通りの受注が見込めないことから、売上高は当初予想を下回る見通しとなりました。 

利益面については売上高減少の影響はあるものの、徹底した経費削減により減少幅を最小限に留め、

黒字での着地を見込んでおります。なお、税金の負担が当初想定よりも少なくなる見通しであることか

ら、親会社株主に帰属する当期純利益の減少幅は比較的抑えられる見込みであります。 

なお、上記の予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要

因により、予想値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


